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「トビタテ！留学 JAPAN」派遣学生 （2018 年度） 
カーディフ大学 研究留学

「トビタテ！留学 JAPAN」とは： 

文部科学省が、グローバル人材育成施策の一環として行う留学促進制度で 

審査に合格すると留学のための奨学金（返済不要）が支給されます。 

（奨学金額は数十万円～数百万円） 

留学レポート Study Abroad Report

修士１年の 11 月末から 3 か月間、イギリスのカーディフ大学に研究留学に行ってきました。今回の研究留

学は、文部科学省による官民協働プロジェクト「トビタテ！留学 JAPAN」の奨学金と、本学の「つばさ基金」

の支援によって実現しました。渡航経験はほとんど無いに等しく、正直、渡英前は不安な気持ちの方が大きか

ったです。しかし、この３か月間の経験はとても有意義で貴重なものとなりました。 

イギリスでの研究生活

私はドラッグ・デリバリー・システム（DDS）の分野の研究をしています。体の中に入った薬の動きをコン

トロールすることで、疾患部位だけに、必要最低限の薬を届けるという技術開発の研究です。今回の留学で

は、薬を目的地に運ぶための「飛脚」として、新たに、あるタンパク質性「毒素」の細胞膜透過性に着目しま

した。そこで、膜透過性ペプチド等の薬物送達キャリアーに関する細胞内取り込み機構の解明研究を展開され

ている Arwyn Tomos Jones 教授の研究室にて大変お世話になりました。研究室のメンバーは Jones 先生と、

博士研究員が３名、博士後期課程１名の計５名でした。海外の研究室というと、一つのラボに５０人以上在籍

しているようなビッグラボをイメージしていたので、予想に反して人数が少なく驚きました。少人数体制で優

れた研究業績を残しているのには訳がありました。その一つとして、他の研究室や研究科との連携が強固であ

るからではないかと考えました。他の研究室とのコラボレーションが活発で、各々の強みを活かして分担しな

がら研究を進めているようでした。そのため各研究室の人数は少なくても、違う視点が入ることで研究のスピ

ードが加速度的に進む良いサイクルができていると感じました。また、薬学研究科では、各研究室の先生が他

大学あるいは海外から研究者を招待して毎週水曜日に招待講演がありました。異分野の最新情報を収集できる

この機会はとても素晴らしいものだと感じました。私も分からないなりに質問し、毎週の講演は楽しみの一つ

でした。 
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氏名（Name）片山未来 
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学年（Grade）博士前期課程２年 
留学先（Name of overseas institution） 

School of Pharmacy and Pharmaceutical 
Sciences, Cardiff University 

留学期間 (study abroad period) 
2017/11/26~2018/2/24 

記入日（Date）2019/1/25 



    Seminer にて発表している様子     ウェールズの国営放送に出演 

 

多国籍な共同生活 

生活をしていたのは研究室から歩いて１５分ほどの大学寮（flat）で、同じ共有スペースを使うメンバーをフ

ラットメイトと呼ぶのですが、私のフラットメイトは中国人、インドネシア人、インド人、モロッコ人と多国

籍なフラットでした。授業の課題を手伝ったことや、ダイニングキッチンが共有だったので、それぞれの国の

料理をシェアすることもありました。中国の旧正月を火鍋でお祝いし、私が帰国する直前は、すき焼きパーテ

ィーを開いて、カーディフでの最後の夜はとてもにぎやかで楽しかったです。カーディフ大学の留学生サーク

ル（Society）に入り、Society メンバーでクリスマスマーケットに行き、バレンタインデーのカクテルパーテ

ィーにも参加しました。また、Society の方の紹介で、カーディフ大学の日本語クラスの会話レッスンにボラン

ティアで参加させてもらいました。海外の方の外国語（日本語）習得がとても早く驚きました。また、トビタ

テ生の紹介で、ロンドン大学にて「開発学」の勉強会にも数回参加しました。途上国の開発、貧困、衛生・環

境問題などを取り上げて、JICA や外務省など国際機関で働いている方々が講演をして下さいました。この勉強

会に参加するまで、「開発学」という学問があることすら知りませんでしたが、発祥の地イギリスで学び、議論

した経験はとても貴重でした。 

 

 

イギリス料理の「噂」の真相 

食事は「英国＝日本人の口に合わない」というイメージを持たれることが多いと思いますが、英国の伝統的

な料理は味付けがほとんどされておらず、素材そのものの味がかなり際立っていました（※あくまで私の感想

です。）。テーブルには塩コショウやケチャップ、マヨネーズなどの調味料が並んでいて、客が自分の好みで味

右上：カーディフ大学の学食（￡５）。 
かなりボリューミー、ケチャップ必須です。 
 
左：ロンドンにあるコヴェント・ガーデン 
カラフルな建物がとても可愛らしかったです。 



付けをできるようになっていました。しかし、様々な食文化が入ってきているので、カーディフでも和食レス

トランは数店舗ありました。ただ外食はとても高いので、私はほとんど自炊をしていました。野菜や果物は日

本と比べてとても安く、日本での一人暮らしの生活よりも健康的な食生活だったと思います。 

 

これから留学を目指すみなさんへ 

留学に興味がある方は、まず少し情報収集をしてみてください。綺麗なキャンパスや楽しそうな留学生活が

描かれているパンフレットを手にして妄想を膨らませると、行ってみたい！という気持ちが少し強くなると思

います。すると、実際にどこに行くのか、費用はどうするのか、どのタイミングで留学するのか、準備はどれ

ぐらいかかるのか、そもそも何を目的に行くのか、と色々な問題にぶち当たると思います。しかし、更に情報

収集を進めると、返済不要の奨学金があったり（しかも英語の能力は見られない）、近くの先輩が休学なしで留

学に行っていたり、と案外現実的に叶えられそうだったりします。一番難しいのは、留学へ行って何がした

い、何を得たいのか、という部分ではないかと思います。既に目標があって、そのために留学が必要であると

分かっている方は良いのですが、私の場合、海外で研究することへの憧れが起点だったので、自分と深く向き

合って目標を探していくのはとても難しかったです。トビタテ！留学 JAPAN の申請書も何度も何度も書き直し

て、ギリギリまで粘って書き上げました。しかし、目標をしっかり持っておくと、欲しい情報が沢山入るよう

になります。留学先でもチャンスをつかみやすいので、ぜひ今のうちにあれこれ悩んでおくことをお勧めしま

す。 

左上：Cardiff Bay に突然現れた超 BIG な
チェス盤 
 
右上：クリスマス期間限定の移動遊園地＠
Cardiff。“Snow Jet”は大人も吹っ飛んで
いきそうなほどスリル満点な乗り物でし
た。 
 
左：高級ブランドが立ち並ぶロンドンの街
並みです。 


